
        MRI 検査 説明 問診票     検査前用 

MRI検査は非常に強い磁気を使った検査です。その為 MRI に対応していない体内金属及び、体外装着品は大変危険

です。検査を安全に行うために体内金属及び体外装飾品の有無と危険性の確認をお願いし、以下の説明をお読み頂

きますようお願いします。 

1. 絶対に MRI 検査を受けられない方(禁忌)  

これらの装置・金属や妊娠があれば□に✓をお入れください。✓のある方は検査を受けられません。 

ペースメーカー 

除細動器・CRT-D □ 
誤作動・発熱による心筋の損傷の可能性があり、検査を行う

ことが出来ません。 

人工内耳・外耳  

圧可変式シャントバルブ        

体内神経刺激装置・深部脳刺激装置 

 

□ 

多くの機器は MRI に対応しておらず、当院では検査を行え

ません。手術したご施設へご相談ください。 

磁石で着脱する義眼 □ 磁場の影響で着脱が不可となる可能性があります。 

眼窩内異物 □ 
眼窩内に金属がある方(外傷や仕事などで鉄粉が残存するな

ど)は失明する可能性があり検査を行えません。 

妊娠 □ 
当院では産科がない為、妊娠中(特に妊娠４か月頃まで)の方

は、MRI 検査は行っていません。 

2. 下記の金属があれば□に✓をお入れください。  ✓のある場合は、MRI の検査を受けられない場合があります。 

脳動脈瘤クリップ □ 
MRI 対応でないクリップは磁場の影響で脱落する可能性が

あります。(手術後 1 年は不可) 

人工心臓弁 □ MRI 対応でない場合があります。(手術後 1 年は不可) 

ステントグラフト □ MRI 対応でない場合があります。(手術後 6 か月は不可) 

消化管止血クリップ □ MRI 対応でない場合があります。(手術後 6 か月は不可) 

その他の金属(人工骨頭など) □ 手術の年代により MRI 対応でない場合があります。 

3. 下記のものがある方は□に✓をお入れください。  ✓のある方は検査中に違和感などあればお知らせください。 

入れ墨、アイライン、アートメイク   □ 金属が含まれており火傷や変色の可能性があります。 

4. 普段身に着けているものがあれば□に✓をお入れください。✓のあるものを外して頂ければ検査は行えます。 

補聴器 □ 磁場の影響で故障する可能性があります。 

義歯 □ 画像に影響を与え、正確な診断が行えなくなります。 

義手・義足 □ 磁性体であり、故障の可能性があります。 

カラーコンタクト □ 金属が含まれているものがあり、失明の可能性があります。 

ヘアスプレー・カツラ・ウィッグ・エクステ □ 画像に影響を与え、正確な診断が行えなくなります。 

貼付剤・カイロ・湿布 □ 金属を含んでいる製品があり、火傷の可能性があります。 

腕時計・磁気カード・財布 □ 電子機器類を持ち込むと故障の原因となります。 

5.狭い所が苦手な方は、□に✓をお入れください。 

閉所恐怖症 □ 事前に担当医にご相談ください。 

 

6.上記内容を確認しました。   20  年   月   日    患者氏名 

家族または代理人 

 

 

＊その他、分からない事があれば下記までご連絡をお願いします。 

田中病院 放射線科 電話 072-361-3555 


